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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期

第２四半期
連結累計期間

第51期
第２四半期
連結累計期間

第50期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 12,937,596 15,370,071 25,839,033

経常利益（千円） 606,160 775,693 989,262

四半期（当期）純利益（千円） 313,304 398,136 439,320

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
310,295 396,589 493,351

純資産額（千円） 11,647,059 12,097,149 11,754,655

総資産額（千円） 26,803,027 26,092,955 27,615,494

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
41.53 52.78 58.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 43.5 46.4 42.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△572,809 2,938,364 △60,750

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△222,254 △356,551 △625,966

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△85,287 △1,946,395 151,984

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
4,269,927 5,276,174 4,615,547

　

回次
第50期

第２四半期
連結会計期間

第51期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
22.02 38.97

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　

EDINET提出書類

株式会社ビケンテクノ(E04932)

四半期報告書

 2/20



２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は以下のとおりであります。

＜ビルメンテナンス事業＞

第１四半期連結会計期間より、当社の非連結子会社であった、SINGAPORE BIKEN PTE.LTD.は、重要性が増したた

め、連結の範囲に含めております。

＜不動産事業＞

主要な関係会社の異動はありません。

＜介護事業＞

主要な関係会社の異動はありません。

＜フランチャイズ事業＞

主要な関係会社の異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるビルメンテナンス業界は、景気が回復しつつある中ではありましたが、エネ

ルギーコストや輸入原材料の価格上昇により、お客様である企業のコスト削減ニーズは引き続き強く、厳しい状況

で推移いたしました。

　こうした状況の下、当社グループにおきましては、顧客の省エネニーズに対応するため、ファシリティマネジメ

ントに重点を置いた営業展開を進めております。また、機械化や仕様の見直しをお客様に提案し、作業の効率化を

進めつつ品質向上に努めております。

　当第２四半期連結累計期間におきましては、不動産事業において、当社にて付加価値を高めた物件の売却を行っ

たことや、ビルメンテナンス事業において、業務拡大や新規受注がありました。

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は153億70百万円（前年同期比18.8％増）、経常利益は7億75百万

円（前年同期比28.0％増）、四半期純利益は3億98百万円（前年同期比27.1％増）となりました。

セグメントの概況は、次のとおりであります。

①　ビルメンテナンス事業

ビルメンテナンス部門においては、顧客の省エネニーズに対応するため、ファシリティマネジメントに重点を

置いた営業展開を進めるなど、安定的に業務を遂行しております。また、機械化や仕様の見直しをお客様に提案

し、作業の効率化を進めつつ品質向上に努めております。サニテーション部門においては、工場の稼働状況に合

わせた柔軟な対応や作業品質、価格等について、お客様より総合的に評価いただいており、食品工場の稼働率

アップや工場新設への対応により、業容を拡大しております。

海外においては、連結子会社であるSINGAPORE BIKEN PTE.LTD.が、シンガポール住宅開発局（HDB）から受託

している業務を引き続き遂行するとともに、日系企業からも修繕関連業務等を受託しており、さらなる業務拡大

へ向け営業活動に注力しております。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は106億22百万円（前年同期比3.4％増）、セグメント利益は11

億51百万円（前年同期比5.0％増）となりました。
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②　不動産事業

不動産事業においては、不動産の売買、仲介及び保有している不動産の賃貸などを行っております。

保有物件は、物件の付加価値を高め計画的に売却しております。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は27億57百万円（前年同期比453.0％増）、セグメント利益は3

億3百万円（前年同期比162.6％増）となりました。

③　介護事業

介護事業においては、介護施設の運営や介護サービスの提供を行っております。

　当社グループでは、メルシー緑が丘（大阪府豊中市）、メルシーますみ（大阪府池田市）、かおりの里（滋賀

県大津市）、メルシー東戸塚（横浜市戸塚区）を運営しており、入居者様・ご家族様の立場に立ってサービスを

提供しております。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は5億91百万円（前年同期比5.8％減）、セグメント損失は10百

万円（前年同期は4百万円のセグメント損失）となりました。

④　フランチャイズ事業

フランチャイズ事業においては、前連結会計年度の３月にツタヤの１店舗及びプロントの１店舗を売却したこ

とにより売上・利益は減少いたしましたが、既存店舗の運営効率化を推し進めております。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は13億72百万円（前年同期比10.2％減）、セグメント利益は72

百万円（前年同期比21.5％減）となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べ6億60百万円増加し52億76百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は29億38百万円（前年同期は5億72百万円の資金の使用）となりました。これ

は主に、たな卸資産の減少18億63百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は3億56百万円（前年同期は2億22百万円の資金の使用）となりました。これは

主に、貸付金の純増加額3億円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は19億46百万円（前年同期は85百万円の資金の使用）となりました。これは主

に、借入金の純減少額17億25百万円と社債の償還による支出1億10百万円によるものです。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,000,000

計 15,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,718,722 7,718,722
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 7,718,722 7,718,722 － －

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額

 （千円）

資本準備金
残高

 （千円）

平成25年７月１日～
平成25年９月30日

－ 7,718,722 － 1,808,800 － 1,852,220

(6)【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社東洋商事 大阪府豊中市東豊中町１－29－30 2,141 27.75

ビケンテクノ取引先持株会 大阪府吹田市南金田２－12－１ 378 4.90

株式会社サンリツメンテ 東京都品川区東五反田２－２－16 342 4.43

ビケンテクノ社員持株会 大阪府吹田市南金田２－12－１ 248 3.22

梶山龍誠 東京都世田谷区 230 2.99

株式会社環境科学 大阪府箕面市船場西２－19－８－102 230 2.99

梶山孝清 大阪府箕面市 227 2.95

株式会社ビケンテクノ 大阪府吹田市南金田２－12－１ 172 2.24

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）　
東京都中央区晴海１－８－11 112 1.46

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１　 97 1.27

計 － 4,182 54.19

 （注）上記所有株式数のうち、信託業務に係る株主数は、次のとおりであります。

　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　　　　　　112千株
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(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式 　 172,700
－ 単元株式数　　100株

（相互保有株式）

普通株式　 　 6,500
－ 同上

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,537,900 75,379 同上

単元未満株式 普通株式　   1,622 － －

発行済株式総数 　　　　 7,718,722 － －

総株主の議決権 － 75,379 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,300株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数13個が含まれております。　

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ビケンテクノ

大阪府吹田市南金

田２－12－１
172,700 － 172,700 2.24

（相互保有株式）

株式会社セイビ九州

福岡市博多区博多

駅前１－19－３
6,500 － 6,500 0.08

計 － 179,200 － 179,200 2.32

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（1）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,708,247 5,371,476

受取手形及び売掛金 2,645,471 2,591,269

商品及び製品 161,216 155,475

販売用不動産 6,348,057 4,540,339

仕掛品 57,550 7,813

原材料及び貯蔵品 35,375 34,678

その他 3,514,099 3,525,808

貸倒引当金 △877,228 △984,204

流動資産合計 16,592,788 15,242,657

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,379,303 3,311,009

土地 5,360,581 5,361,254

その他（純額） 405,156 415,471

有形固定資産合計 9,145,041 9,087,735

無形固定資産 289,019 271,431

投資その他の資産

その他 1,702,493 1,594,400

貸倒引当金 △113,848 △103,269

投資その他の資産合計 1,588,645 1,491,130

固定資産合計 11,022,706 10,850,298

資産合計 27,615,494 26,092,955
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,375,187 1,330,900

短期借入金 2,400,000 1,960,000

1年内償還予定の社債 170,000 120,000

1年内返済予定の長期借入金 2,833,096 2,498,172

未払法人税等 272,006 296,817

賞与引当金 226,998 227,689

その他 2,022,701 1,978,077

流動負債合計 9,299,989 8,411,656

固定負債

社債 120,000 60,000

長期借入金 4,607,883 3,678,201

退職給付引当金 487,654 493,518

役員退職慰労引当金 225,474 226,108

その他 1,119,837 1,126,320

固定負債合計 6,560,849 5,584,149

負債合計 15,860,839 13,995,805

純資産の部

株主資本

資本金 1,808,800 1,808,800

資本剰余金 1,852,220 1,852,220

利益剰余金 8,106,385 8,446,602

自己株式 △78,463 △78,463

株主資本合計 11,688,943 12,029,160

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 65,712 65,358

為替換算調整勘定 － 2,630

その他の包括利益累計額合計 65,712 67,988

純資産合計 11,754,655 12,097,149

負債純資産合計 27,615,494 26,092,955
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 12,937,596 15,370,071

売上原価 10,275,398 12,476,690

売上総利益 2,662,197 2,893,381

販売費及び一般管理費
※ 2,048,155 ※ 2,032,621

営業利益 614,042 860,759

営業外収益

受取利息 25,110 34,690

受取配当金 3,740 3,955

持分法による投資利益 6,159 5,809

その他 39,285 40,102

営業外収益合計 74,295 84,558

営業外費用

支払利息 49,579 43,102

支払手数料 18,651 19,156

貸倒引当金繰入額 6,986 104,962

その他 6,958 2,403

営業外費用合計 82,176 169,624

経常利益 606,160 775,693

特別利益

固定資産売却益 657 －

特別利益合計 657 －

特別損失

固定資産除却損 － 2,544

投資有価証券評価損 － 20,060

会員権評価損 1,000 －

特別損失合計 1,000 22,605

税金等調整前四半期純利益 605,818 753,087

法人税、住民税及び事業税 180,503 271,673

法人税等調整額 112,011 83,277

法人税等合計 292,514 354,951

少数株主損益調整前四半期純利益 313,304 398,136

四半期純利益 313,304 398,136
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 313,304 398,136

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,008 △353

為替換算調整勘定 － △1,193

その他の包括利益合計 △3,008 △1,546

四半期包括利益 310,295 396,589

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 310,295 396,589

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（3）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 605,818 753,087

減価償却費 185,109 177,944

のれん償却額 13,628 13,628

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8,037 103,397

賞与引当金の増減額（△は減少） △9,761 690

退職給付引当金の増減額（△は減少） 37,496 5,863

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 227 633

投資有価証券評価損益（△は益） － 20,060

有形固定資産売却損益（△は益） △657 －

有形固定資産除却損 － 2,544

受取利息及び受取配当金 △28,851 △38,645

支払利息 49,579 43,102

売上債権の増減額（△は増加） 18,692 59,666

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,725,780 1,863,891

仕入債務の増減額（△は減少） △108,432 △44,287

その他 351,846 186,269

小計 △603,047 3,147,849

利息及び配当金の受取額 29,881 40,764

利息の支払額 △49,845 △44,321

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 50,200 △205,927

営業活動によるキャッシュ・フロー △572,809 2,938,364

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △44,900 △48,201

定期預金の払戻による収入 44,500 45,600

有形固定資産の取得による支出 △89,722 △88,694

有形固定資産の売却による収入 800 －

投資有価証券の取得による支出 △27,817 △220

貸付けによる支出 △1,598,768 △1,941,884

貸付金の回収による収入 1,473,351 1,641,256

その他 20,300 35,593

投資活動によるキャッシュ・フロー △222,254 △356,551

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 700,000 △440,000

長期借入れによる収入 786,560 288,570

長期借入金の返済による支出 △1,355,723 △1,574,046

社債の償還による支出 △110,000 △110,000

自己株式の取得による支出 △14 －

配当金の支払額 △75,405 △75,427

その他 △30,704 △35,491

財務活動によるキャッシュ・フロー △85,287 △1,946,395

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 964

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △880,352 636,382

現金及び現金同等物の期首残高 5,150,280 4,615,547

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 24,244

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 4,269,927 ※ 5,276,174
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、SINGAPORE BIKEN PTE.LTD.は重要性が増したため、連結の範囲に含めておりま

す。

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。
　

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

給料手当及び賞与 776,325千円 788,747千円

退職給付費用 42,268 31,227

賞与引当金繰入額 90,073 87,631

貸倒引当金繰入額 1,255 －

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 4,341,227千円 5,371,476千円

預入期間が３カ月を超える定期預金 △71,300 △95,301

現金及び現金同等物 4,269,927 5,276,174
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月27日

定時株主総会
普通株式 75,460 10  平成24年３月31日  平成24年６月28日 利益剰余金

(2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年11月９日

取締役会
普通株式 75,459 10  平成24年９月30日  平成24年12月10日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 75,459 10  平成25年３月31日  平成25年６月28日 利益剰余金

(2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年11月８日

取締役会
普通株式 75,459 10  平成25年９月30日  平成25年12月10日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　

報告セグメント
その他
（千円）
（注）１

合計
（千円）

調整額
（千円）
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（千円）
（注）３　

ビルメンテ
ナンス事業
（千円）

不動産事業
（千円）

介護事業
（千円）

フランチャ
イズ事業
（千円）

計
（千円）

売上高 10,269,997 498,664 627,912 1,527,396　 12,923,971 13,624 12,937,596 － 12,937,596

セグメント利益
又は損失（△）

1,095,942　 115,699 △4,059 91,785　 1,299,368 △3,104 1,296,263
△682,221

　　
614,042

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、病院経営コンサルティ

ング事業及び環境衛生事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△682,221千円は、各報告セグメントに含まれていない全

社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない業務推進のための共通費用や総

務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　

報告セグメント
その他
（千円）
（注）１

合計
（千円）

調整額
（千円）
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（千円）
（注）３　

ビルメンテ
ナンス事業
（千円）

不動産事業
（千円）

介護事業
（千円）

フランチャ
イズ事業
（千円）

計
（千円）

売上高 10,622,923 2,757,488 591,298 1,372,345　 15,344,055 26,016 15,370,071 － 15,370,071

セグメント利益
又は損失（△）

1,151,076　 303,859 △10,854 72,086　 1,516,168 △4,920 1,511,248
△650,488

　　
860,759

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、病院経営コンサルティ

ング事業及び環境衛生事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△650,488千円は、各報告セグメントに含まれていない全

社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない業務推進のための共通費用や総

務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 41円53銭 52円78銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円）     313,304     398,136

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 313,304 398,136

普通株式の期中平均株式数（株） 7,543,871 7,543,863

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。  

２【その他】

平成25年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

①　中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　 75,459千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　 　 　 10円00銭

③　支払請求の効力発生日及び支払開始日　 　平成25年12月10日

　（注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月12日

株式会社ビケンテクノ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中川一之　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 神前泰洋　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ビケン

テクノの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から

平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ビケンテクノ及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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